
平成 22 年 7 月 15 日（木） 曇り     

■出席報告 

会 員 数   34 名 
出席対象   34 名 
出席者数   27 名 
出 席 率   79.4％ 
前回修正   82.3％ 

■ニコニコ BOX 

２３名      25,000 円 
累 計    140,000 円 
目標額     130 万円 
達成率    10.7％ 

 

■今週のことば 

美・新人が入会いただけました。

大切にお付き合いお願致します。 

           高山 巌 

■ 次回のプログラム 

7 月 29 日 休会 

8 月 5 日 夜間例会 

   会員セミナー 

SUWAKO ROTARY CLUB WEEKLY   NO.1185 

第 1185 回例会報告 

会長挨拶 
会長 長崎政直

CLP について 
 本年度、CLP 会則検討特別委員会を設置いたしまし

た。CLPについては、本日の例会で、お話がありますが、

その狙うところは、「長期計画の策定」であり、「継続性と

引き継ぎ計画の確保」、そして「全ての会員の参加」で

す。 

 私たちのクラブに限らず、日本のロータリークラブは、

押し並べて、この示された３点の事項がうまくいっていな

いようです。また、RI が、このような提案をしてくることか

ら考えてみると、世界中のロータリー活動が、同様な課題

をもっていると思います。 

 基本的に、事業の進め方としては、 

 新規事業の場合は、問題発見→調査→分析→企画→

行動→評価のサイクルで回して、 

 継続事業の場合は、評価（ｃｈｅｃｋ）→企画（Ｐｌａｎ）→行

動（Ｄｏ）のサイクルで回します。会長指針をお話した時

に、示した事業展開プロセスです。 

 クラブ会長要覧を、３月にいただきました。今日の例会

にあたり、目を通して見ましたら、かなり重要な提案があり

ましたので、整理して、コピーをいたしました。皆さんも目

を通して考えていただきたいと思っています。 

 私たちのクラブの３９事業においても、多少の変遷はあ

るものの、なされている事業は、継続事業です。同じ事業

がづっと続いています。ｐｌａｎ→ｄｏ→ｐｌａｎ→ｄｏ、か、ｐｌａｎ

→ｄｏ→ｄｏ→ｄｏ→ｄｏでｃｈｅｃｋがほとんど入りません。そ

こに大きな課題があると思っています。 

 社会奉仕、国際奉仕、新世代活動、単年度で解決でき

るような課題ではなく、中・長期的取り組みが必要だと思

っています。 

 ロータリーの中には、会長･幹事・委員長が、その思い

の中で事業をすればよいという意見もあるようですが、実

際は、突発的な天災時の義捐金のようなものを除いて、

そんな恣意性・顛末で進められている事業はほとんどな

いのです。事業の有効性を考えれば、中長期的な取り組

みが、大事だということです。５年なり１０年なりの目標設

定をし、その中長期的計画を、会員が知っていることも

大事です。 

 ロータリークラブの役員は、１年で交代します。新しい

役員さんが、またゼロから始めるのではなく、それまで

積み重ねてきた実績（問題発見から評価まで）を再評

価し、さらなる効果的な方法を見つけ出し、中長期計画

の中の１年サイクルで実行して行く、そして、また評価し

て、プランをたて、実行していくというサイクルが必要だ

という提案です。ご検討をお願いいたします。 

 

◇幹事報告◇ 
幹事報告 

1. 以下の文書を受領いたしました。 

① ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾒｰﾙによるﾛｰﾀﾘｰ財団（ﾊｲﾗｲﾄよねや

ま）会報をご一読下さい。 

② 茅野ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ会報誌・事業計画書 

③ 岡谷ｴｺｰﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ会報誌・事業計画書兼事

業報告書 

④ 綿貫ｶﾞﾊﾞﾅｰ事務所から社会奉仕委員長名でダ

メダメ募金依頼 

2. 連絡事項 

① 7/11(日)朝 7 時の諏訪湖湖岸清掃並びにバー

ベキュー大会が社会奉仕委員会のご努力にて

盛大に催されました。 

② 新会員の高木小里君（推薦人高山巌君サロン・

ド・リブ 美容業（エステ））の入会式を催します。 

③ 委員会を開催したときの報告をｸﾗﾌﾞ奉仕委員会
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までお願いします。 
④ 例会連続欠席者への連絡を各委員長にお願

いします。 
⑤ ｸﾗﾌﾞのﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞが更新されて素敵になって

おります。（担当者に感謝） 

新入会員・入会式 
新入会員高木小里君の入会式が行われ会長が、

バッチと 4 つのテストの額を贈呈いたしました。 

 

 

 

 

 

 

新入会員スピーチ 
望月 勉 

本年度入会させていただきま 

した（有）諏訪冷熱の望月勉と 

申します。縁あってこれから皆 

様とご一緒させていただきま 

す。よろしくお願いいたします。 

私はかつて青年会議所にも 

所属しておりました。卒業して 

1 年半になります。10 年の青年会議所活動を通じて

人と人のつながり、様々な人との交流することの大切

さを学ぶことが出来ました。 

ロータリークラブにお誘いいただき、入会しようと決

断した要因のひとつに私が存じ上げない方が多いと

いうことがあります。既知ではなく、未知の方との交流

を通じて数多くのことを学ばせていただけたら、と考

えております。 

まだまだ未熟者ですので皆様から学ばせていた

だくことがたくさんあるかと思います。ご指導のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

高木小里

今回入会させていただくこと 

になりました、サロン・ド・リブ 

の高木小里と申します。 

４０歳を超えましたが、少し前 

から、社会貢献をすることが 

事業を成功させる一つの道 

ではないかと考えるようにな 

りました。ここにいらっしゃる 

大先輩の方々の話を聞き、いろいろ教えていただき

ながら、広い視野と広い分野での社会貢献を果た

し、それを自分の事業に生かしていきたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

１１８５回 例会 CLP について  

ＣＬＰ・会則検討特別委員会

委員長 三村 昌暉

ＣＬＰ導入の可否と、それに伴う細則の修正につ

いて今後検討をするための第一歩として、ＣＬＰ導

入の目的と予測される効果についての基本的理解を

える為、担当例会を実施いたしました。持ち時間が

２５分と短時間の為、基本資料の説明に終わりまし

たが、議論の入り口にはなったと思います。 
 ＣＬＰについては、議論百出の感が有りますが、

ロータリー暦の長短に関係なくＣＬＰ導入の可否の

議論に参加してもらい、それがクラブを見つめ直す

機会となり、クラブ活性に役立てばよいと期待する

ものです。 

下記は資料として使われたスライドです 


